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福岡県ジェネリック医薬品使用促進協議会

福岡県医薬品卸業協会

平成２３年６月１４日
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日本の医薬品卸の主な機能
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医療用医薬品卸としての立場

�基本姿勢基本姿勢基本姿勢基本姿勢

先発品と同じ扱いで、お得意先からのご注

文に対して、安心・安全・安定供給に努める
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ＧＥ医薬品の卸での在庫問題

� 限定された得意先しかでない場合、不動
品になることが多く、在庫することが困難

� 返品不可のメーカーが多く、不動品が増加
する

� 追補収載のたび、ＧＥ医薬品の在庫が増
加し、卸の倉庫スペースを圧迫する
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ＧＥ医薬品メーカーへの希望

� 卸担当（特担）の配備

� 生産ラインの確保（品切れの抑制）

� 的確な市場予測

� 安易な製造中止の見直し
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後発品 製造中止品について

� ２０１０年

後発メーカー162社（ＧＥ専業 30社）

後発品目数 １７，０３６（ＧＥ専業12,586）

中止品目数 １，２８５（ＧＥ専業1,003）

中止品目率 ７.５４％（ＧＥ専業7.97％）
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2010年 後発品製造中止明細
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行政への要望

� 診療所・調剤薬局への更なる啓発活動

� 国民へのＧＥ医薬品の啓発活動
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医薬品卸の一般的な問題

� 返品問題
� 急配問題
� 未妥結仮納入問題
（２月末妥結状況表 別紙）

� 廃棄物問題
� 薬局店舗間の商品移動預り
� 調剤薬局間の薬の買い継ぎ問題
� 総価取引交渉が改善しない
（単品取引といいながら）
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返品問題

� 返品をお受けできない商品の種類

①麻薬 ②覚せい剤原料 ③取り寄せ品

④担当会社以外からの納入品

� 産業廃棄物処理法上お引取りできない商品

①期限切れ品 ②期限切迫品 ③温度管理品

④旧包装品 ⑤破損品 ⑥汚損品 ⑦開封品

⑧中抜け品 等



11

中抜け品例
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自主回収における卸の負担

� 回収案内→返品預り書発行→納入確認→ 仕切書（返

品伝票）発行→商品受領→一時保管（支店） →物流セ

ンターへ送品（送品書発行）→物流センター一時保管

（全支店分）→メーカー送品（返品伝票発行）

� 通常の営業活動に支障をきたす通常の営業活動に支障をきたす通常の営業活動に支障をきたす通常の営業活動に支障をきたす
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自主回収の状況
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妥結率状況表（2011/2末）
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廃棄物持ち帰り実態調査
� 調査機関 平成２２年７月１ヶ月

� 内容

ダンボール

商品の空箱

（シップ薬・輸液等）

その他
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廃棄物処理に関するお願い文



17

薬局店舗間移送・買い継ぎ依頼実態

� 調査期間調査期間調査期間調査期間 平成２２年７月平成２２年７月平成２２年７月平成２２年７月

� 内容内容内容内容

グループ調剤間の商品・書類の移送グループ調剤間の商品・書類の移送グループ調剤間の商品・書類の移送グループ調剤間の商品・書類の移送

買い継ぎ（出先を探して、代金立替を含む）買い継ぎ（出先を探して、代金立替を含む）買い継ぎ（出先を探して、代金立替を含む）買い継ぎ（出先を探して、代金立替を含む）

分譲依頼等分譲依頼等分譲依頼等分譲依頼等

� 回数回数回数回数

毎日→毎日→毎日→毎日→ ７軒、７軒、７軒、７軒、 ２０日以上→１８軒２０日以上→１８軒２０日以上→１８軒２０日以上→１８軒 １５～２０日→２６軒１５～２０日→２６軒１５～２０日→２６軒１５～２０日→２６軒

１０～１５日→６６軒、１０日未満→２６０軒１０～１５日→６６軒、１０日未満→２６０軒１０～１５日→６６軒、１０日未満→２６０軒１０～１５日→６６軒、１０日未満→２６０軒
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薬局店舗間移送・買い継ぎ依頼実態
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卸業協会の取組み（行政）

� 緊急医薬品等医療セットの備蓄

福岡・北九州・筑豊・筑後の４ブロックで、薬務 課と契約した医薬品と

医療セットを備蓄し、緊急災害時に備えている。（毎年、福岡県総合
防災訓練にも参加)

� 抗インフルエンザウィルス薬の備蓄

新型インフルエンザ対策で、抗インフルエンザウィルス薬を薬務課と

保管契約を行い、発生時における放出体制を確立している。
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医薬品卸売業の使命（実例）

� 行政との協力のもと新型インフルエンザ発
生におけるワクチンの迅速な適正供給

� 東日本大震災における医薬品供給


